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これからの学術情報システム構築検討委員会これからの学術情報システム構築検討委員会

ユーザーグループとは

• ユーザーグループとは、学術情報資源の基盤構築、管理、共有
および提供にかかる活動を推進するために、「意見や情報の交
換」、「共通課題の解決」、「人材の育成、能力開発」などに
関わる活動を行うグループです。
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「これからの学術情報システム構築検討委員会」ホームページより



これからの学術情報システム構築検討委員会これからの学術情報システム構築検討委員会

ユーザーグループの役割・メリット

• これからの学術情報システム構築検討委員会、「（大学）図書館
システム・ネットワーク」の参加機関とそこに所属する職員が、
機関、地域、担当を越えて、意見や情報の交換を行う。

• 各機関が抱える課題や要求が顕在化され、共通課題の解決を図る
ことができる。

• 継続することで、学術情報コミュニケーションに関わる人材の育
成、能力開発の場となる。

「参加型でつくる （大学）図書館システム・ ネットワーク」（ 2022年6月2日）
（システムモデル検討作業部会_粟谷禎子（公立はこだて未来大学））
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これからの学術情報システム構築検討委員会これからの学術情報システム構築検討委員会

「ユーザーグループ」これまでの報告①

システムモデル検討作業部会（2019年度～2022年度）

1. 2022年6月2日「コミュニケーション強化のための提案」
（学術情報基盤オープンフォーラム2022）
粟谷禎子氏（公立はこだて未来大学情報ライブラリー）

2. 2022年11月15日「ユーザーグループについて ―ユーザーグループ
が始まります―」
（図書館総合展2022「NIIフォーラム3」）
安達 匠（國學院大學図書館）
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これからの学術情報システム構築検討委員会これからの学術情報システム構築検討委員会

「ユーザーグループ」これまでの報告②

ユーザーグループ運営作業部会（2023年度～ ）

3. 2023年5月29日「「ユーザーグループ」の本運用開始について」
 （「学術情報基盤オープンフォーラム2023」）
安達 匠（國學院大學図書館）

4. 2023月10月30日「ユーザーグループ、近未来譚」
（図書館総合展2023「NIIフォーラム3」）
安達 匠（國學院大學図書館）
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これからの学術情報システム構築検討委員会これからの学術情報システム構築検討委員会

ユーザーグループの活動
① SNS「Discord」での情報交換・意見交換

② オンラインイベント（ワークショップ・講習会等）

③ ユーザーグループ発議で新たな作業部会を発足

ユーザーグループ
https://contents.nii.ac.jp/korekara/libsysnw/usergroup

「ユーザーグループについて」（ 2022年11月15日）改
（システムモデル検討作業部会_安達 匠（國學院大學））
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これからの学術情報システム構築検討委員会これからの学術情報システム構築検討委員会

ユーザーグループの現在①-1

①SNS「Discord」
登録者数： 659名（11月18日正午現在）
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これからの学術情報システム構築検討委員会これからの学術情報システム構築検討委員会

ユーザーグループの現在①-2

①SNS「Discord」
稼動チャンネル

テーマ別 情報発信・交流の場
i. 日本目録規則2018の適用について ←「2. みんなで目録の夢を見る」
ii. dx化時代の図書館システムガイドライン ←「1. 図書館システムガイドラインの現状について」
iii. 国内電子ブック＆デジタルアーカイブのメタデータ流通促進

←「4. デジタルアーカイブ × メタデータ勉強会 #4」
お知らせ

iv. お知らせ
交流の場

v. フリートーク
vi. illトーク（質問、情報交換、tips共有）

BOT NEWS
vii. bot_cat-ill_これからの学術情報システム構築検討委員会（配信のみ）
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これからの学術情報システム構築検討委員会これからの学術情報システム構築検討委員会

ユーザーグループの現在②-1

「図書館総合展 2023年度フォーラム」
みんなで考えよう！これからの学術情報システムに求められるもの
「ユーザーグループSNSイベント」
2023年10月30日 オンライン（Discord）開催

テーマ
1. NACSIS-CATへのNCR2018適用（メタデータ流通の高度化）
2. DX化時代の図書館システムガイドライン
3. 統合的発見環境の整備 -ILLを中心に-
4. 国内電子ブック＆デジタルアーカイブのメタデータ流通促進
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②オンラインイベント（ワークショップ・講習会等）



これからの学術情報システム構築検討委員会これからの学術情報システム構築検討委員会

ユーザーグループの現在②-2
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イベント名称 開催日時

デジタルアーカイブ×メタデータ勉強会 #1 2024年5月21日 オンライン (Zoom)

ILLトーーーク！#2　 2024年5月31日 オンライン (webex)

デジタルアーカイブ×メタデータ勉強会 #2　 2024年7月25日 オンライン (Zoom)

デジタルアーカイブ×メタデータ勉強会 #3　 2024年9月30日 オンライン (Zoom)

NACSIS-CATの特殊言語の目録に関する意見交換会 2024年10月25日 オンライン (webex)

開催方式

②オンラインイベント（ワークショップ・講習会等）
2024年度 開催



これからの学術情報システム構築検討委員会これからの学術情報システム構築検討委員会

ユーザーグループの現在②-3

「図書館総合展 2024年度フォーラム」
図書館システム・ネットワーク ユーザーグループイベント

～デジタルアーカイブ、NCR2018対応、図書館システムガイドライン、ILL～

↑各イベントは、「システムワークフロー検討作業部会」の班活動
13

イベント名称 開催日時 開催方式
図書館システムガイドラインの現状について 11/18（月）10:30-12:00

みんなで目録の夢を見る 11/19（火）15:15-16:15

   「ポイント解説！：NCR2018対応 セルフラーニング教材」の後半パートとして開催

次期ILLシステムに求める機能の整理 11/20（水）10:30-11:30

デジタルアーカイブ×メタデータ勉強会 #4 11/22（金）10:30-12:00 　

LIVE
配信

②オンラインイベント（ワークショップ・講習会等）



これからの学術情報システム構築検討委員会これからの学術情報システム構築検討委員会

ユーザーグループの現在②-3
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「図書館総合展 2024年度フォーラム」
図書館システム・ネットワーク ユーザーグループイベント

～デジタルアーカイブ、NCR2018対応、図書館システムガイドライン、ILL～

.

②オンラインイベント（ワークショップ・講習会等）

イベント名称 開催日時 開催方式

図書館システムガイドラインの現状について 11/18（月）10:30-12:00 LIVE配信

＜メインスピーカー＞
　上野　友稔（電気通信大学 学術国際部学術情報課学術情報サービス係 係長）
　片岡　真　（人間文化研究機構国文学研究資料館 管理部学術情報課 課長）
　飯野　勝則（佛教大学図書館 専門員）
＜ファシリテーター＞
　山木　真幸（茨城大学図書館工学部分館 サービスグループ係 係長）

DX化時代に適した図書館システムに必要な機能を取りまとめた『図書館システムガイドライン（評価版）』を
紹介し、一例として「電子リソースデータ共有サービス」とのシステム連携を取り上げます。



これからの学術情報システム構築検討委員会これからの学術情報システム構築検討委員会

「図書館総合展 2024年度フォーラム」
図書館システム・ネットワーク ユーザーグループイベント

～デジタルアーカイブ、NCR2018対応、図書館システムガイドライン、ILL～

.

ユーザーグループの現在②-3
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②オンラインイベント（ワークショップ・講習会等）

イベント名称 開催日時 開催方式

みんなで目録の夢を見る 11/19（火）15:15-16:15 LIVE配信

＜メインスピーカー＞
　木下　直（東北大学 附属図書館 情報管理課長）
　村上　遥（東京外国語大学 総務企画部学術情報課サービス係長）
　瀧脇　有姫（広島大学 学術・社会連携室 図書館部 図書学術情報普及グループ 主任）
＜ファシリテーター＞
　相澤　裕介（岩手大学 法人運営部学術情報課 主事）

今後の目録の機能や運用について、広く意見交換を行います。
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図書館システム・ネットワーク ユーザーグループイベント

～デジタルアーカイブ、NCR2018対応、図書館システムガイドライン、ILL～

.

ユーザーグループの現在②-3
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②オンラインイベント（ワークショップ・講習会等）

イベント名称 開催日時 開催方式

次期ILLシステムに求める機能の整理 11/20（水）10:30-11:30 LIVE配信

＜メインスピーカー＞
　磯本　善男（放送大学学園 情報部図書情報課 課長）
　青柳　和仁（島根大学 企画部図書情報課企画・整備グループ係 係長）
＜ファシリテーター＞
　夏目　慎也（滋賀大学 図書情報課図書情報サービス第一係 主任）

ILLシステムと外部システムの連携・棲み分け、および新しい料金決済制度について検討を行います。
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ユーザーグループの現在②-3
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「図書館総合展 2024年度フォーラム」
図書館システム・ネットワーク ユーザーグループイベント

～デジタルアーカイブ、NCR2018対応、図書館システムガイドライン、ILL～

.

②オンラインイベント（ワークショップ・講習会等）

イベント名称 開催日時 開催方式

デジタルアーカイブ × メタデータ勉強会 #4 11/22（金）10:30-11:30 LIVE配信

＜司会進行＞
　川畑　卓也（奈良県立図書情報館 総務企画課総務企画係 係長）
　小宮山　史（人間文化研究機構国文学研究資料館 管理部学術情報課メタデータ係 主任）
＜話題提供：JPCOARコンテンツ作業部会＞
　片岡　朋子（お茶の水女子大学 図書・情報課 利用支援担当）
　堀野　和子（人間文化研究機構国文学研究資料館 管理部学術情報課基盤データ企画係長（併）データ標準化推進係長）
＜ファシリテーター＞
　小堀　寛（立教大学 図書館新座図書館運営課 課長補佐）

デジタルアーカイブのメタデータ流通に関して、事例紹介を中心に課題の共有や検討を行います。
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これからの学術情報システム構築検討委員会これからの学術情報システム構築検討委員会

ユーザーグループの現在③

③ユーザーグループ発議で新たな作業部会を発足

 unborn.......

19



これからの学術情報システム構築検討委員会これからの学術情報システム構築検討委員会 20

1

3

2



これからの学術情報システム構築検討委員会これからの学術情報システム構築検討委員会

ご清聴ありがとうございました。
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